
総務部 門

ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
（
全
20
質
問
）
を
行
い
、

　
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

受迫溜池の経過について
登記簿名義をどうするか等は、所有者が
決める問題である。 　　　（三村町長）

Ａ

Q

国
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
村
有
溜
池
１

３
３
筆
は
、
議
会
決
議
に
よ
り
受
迫

溜
池
に
所
有
権
登
記
さ
れ
た
が
譲
受

人
に
は
、
人
格
が
無
く
無
効
で
あ
る

の
で
、
町
に
所
有
権
更
正
を
要
求
す

る
。所

有
権
は
、
明
治
23
年
、
熊
野
村

議
会
の
議
決
及
び
熊
野
村
の
譲
渡
の

意
思
表
示
に
基
づ
い
て
移
転
し
て
お

り
、
登
記
簿
の
所
有
者
欄
に
も
そ
の

旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
１
２
０
年

も
前
の
議
決
や
意
思
表
示
に
錯
誤
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
の
立
証
は
困
難
で

あ
り
、
現
在
、
そ
れ
を
議
論
す
る
意

味
・
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

賃
貸
借
に
関
し
て
も
、
当
初
契
約

か
ら
半
世
紀
余
り
の
間
に
、
学
校
が

利
用
で
き
な
い
等
の
不
利
益
が
生
じ

た
こ
と
も
な
く
、
借
地
契
約
の
継
続

も
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
登
記
を
行
う
か
否
か
、

登
記
簿
名
義
を
ど
う
す
る
か
等
は
、

﹁
籠
池
受
迫
﹂
の
関
係
者
間
で
判
断

さ
れ
る
こ
と
と
考
え
る
。

QA

寄附金は、「筆の里づくり基金」に積み立て、筆文化を継承
する取組みの財源として活用している。 　　　（三村町長）

Ａ

ふるさと納税についてQ 山吹富邦議員

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
寄
附
金
受

領
の
現
状
と
取
組
み
、
寄
附
金
の
使
途
を

聞
く
。

ま
た
、
昨
年
度
、
開
始
し
た
「
返
礼
品
」

の
取
組
み
の
趣
旨
と
記
念
品
購
入
に
要
し

た
額
を
問
う
。

平
成
20
年
に
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂
の
制

度
が
始
ま
り
、
昨
年
度
ま
で
に
１
８
５
万

円
弱
の
寄
附
金
が
町
に
寄
せ
ら
れ
た
。

昨
年
度
か
ら
、
２
千
円
以
上
の
寄
附
者

全
員
に
筆
の
里
工
房
の
入
館
引
換
券
を
、

１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
は
熊
野
筆
を
贈

呈
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
昨
年
度
は
例
年
を
大
き
く

上
回
る
61
万
円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
全
額
を
﹁
筆
の
里
づ
く
り
基
金
﹂
に

積
み
立
て
筆
文
化
を
継
承
す
る
取
組
み
の

財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

返
礼
品
の
贈
呈
は
、
寄
附
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
本
町
や
熊
野
筆
の
Ｐ
Ｒ
と
観

光
客
の
招
致
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
昨

年
度
の
記
念
品
購
入
費
は
約
４
万
円
で
あ

る
。

QA

佛圓大源議員

萩
原
の
庄
賀
地
区

は
、
近
年
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ス
ー
パ
ー
等
が
出
店

し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
遅

く
ま
で
賑
わ
っ
て
お

り
、
安
心
・
安
全
な
町

づ
く
り
か
ら
も
海
田
警

察
署
の
派
出
所
を
設
置

し
て
は
い
か
が
か
。

交
番
の
設
置
は
広
島

県
警
察
本
部
が
所
管
す

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
現
在
の
施
設
も
老

朽
化
し
て
お
り
、
建
て

替
え
の
際
に
は
、
住
民

全
体
の
暮
ら
し
を
守
る

と
い
う
観
点
で
設
置
位

置
を
定
め
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
町

は
ど
の
よ
う
な
支
援
、

協
力
が
可
能
な
の
か

を
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

QA

住民全体の暮らしを守るという観点で設置位置を定めるよう
強く要請する。　　　　　　　　　　　　　　 （三村町長）

Ａ

庄賀地区へ派出所の設置をQ
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平成26年6月定例会

議会審議

平
成
26
年
６
月
11
日
か
ら
開
催
し
た
「
平
成
26
年

第
２
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
（
６
月
）」
に
、
町
長
か

ら
報
告
が
２
件
、
議
案
が
６
件
提
出
さ
れ
、
慎
重
な

審
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
も
行
わ
れ
、
議

会
か
ら
３
人
が
推
薦
さ
れ
た
。

こんなことが決まりました

■
税
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
等
に
伴

い
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
も
の
。

主
な
内
容

︻
原
動
機
付
自
転
車
︼

50
ｃ
ｃ
以
下…

…
…

…
…

１
千
円
↓
２
千
円

50
ｃ
ｃ
超
〜
90
ｃ
ｃ
以
下…

１
千
２
百
円
↓
２
千
円

90
ｃ
ｃ
超
〜
125
ｃ
ｃ
以
下…

１
千
６
百
円
↓
２
千
４
百
円

125
ｃ
ｃ
超
〜
250
ｃ
ｃ
以
下…

２
千
４
百
円
↓
３
千
６
百
円

250
ｃ
ｃ
超…

…
…

…
…

…

４
千
円
↓
６
千
円

︻
軽
四
輪
車
︼

自
家
用
乗
用
車…

…
…

…
…

７
千
２
百
円
↓
１
万
８
百
円

自
家
用
貨
物
車…

…
…

…
…

４
千
円
↓
５
千
円

　
︻
小
型
特
殊
自
動
車
︼

　
農
耕
作
業
用…

千
六
百
円
↓
２
千
４
百
円

Ｑ
　
軽
自
動
車
税
の
増
税
対
象
車
両
は
。

Ａ
　
平
成
27 

年
４
月
１
日
以
降
に
、
新
規
車
両

検
査
を
受
け
た
車
両
が
対
象
。
︵
二
輪
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
全
て
。
︶

Ｑ
　
古
い
軽
自
動
車
に
対
す
る
重
課
の
対
象
車

　
両
は
。

Ａ
　
平
成
28
年
度
以
降
に
、
毎
年
４
月
１
日
時

点
で
最
初
の
新
規
車
両
検
査
の
月
か
ら
13
年

以
上
経
過
し
た
車
両
が
対
象
で
、
概
ね
20
％

重
課
さ
れ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施

行
に
伴
い
、
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び
減

額
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法
の

変
更
を
行
う
も
の
。

Ｑ
　
国
保
税
の
最
高
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
。

Ａ
　
現
行
の
77
万
円
か
ら
81
万
円
に
な
る
。

Ｑ
　
軽
減
対
象
者
数
は
今
よ
り
ど
う
な
る
の
。

Ａ
　
２
割
軽
減
、
５
割
軽
減
で
き
る
対
象
範
囲

が
拡
大
す
る
。

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（
一
般
会
計
）

　
平
成
25
年
度
予
算
の
８
千
６
６
５
万
１
千
円

を
平
成
26
年
度
に
繰
越
。

■
一
般
財
団
法
人
筆
の
里
振
興
事
業
団
の
経
営

状
況

　
平
成
25
年
度
決
算
・
26
年
度
予
算
に
つ
い
て

状
況
を
報
告
。
今
年
度
は﹁
や
な
せ
た
か
し
ワ
ー

ル
ド
﹂
な
ど
の
展
示
事
業
等
を
計
画
し
て
い
る
。

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
５
５
万
８
千
円 

増
額

■
農
業
委
員
会
委
員

　
前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
よ
り
新

た
に
農
業
委
員
３
名
の
推
薦
を
行
っ
た
。

︵
任
期
３
年
︶

中
原
裕
侑
、
荒
瀧
穂
積
、
民
法
正
則

予　

算

議
会
推
薦

報　

告

条　

例

〜
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
〜

議
会
審
議
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！


